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小
仔
則
一
効
期
間
ョ
の
町
内
d
l

「
要
刈
こ
促
υ

小古川宏司

，;~~ 

判
己
小
山
叱
刈

ゴ
問

異
な
る
阿
川
事
斗
法
権
問
に
お
い
と
ぶ
ナ
れ
丹
草
川
叫
が
認
め
ら
れ
な
い
が

L
た
「
異
な
る
主
権
の
法
理
一
円
¥
同
一
際
人
潅
裁
判
巧
学
ゐ

判
例
に
お
い
て
あ
げ
し
つ
れ
た
持
者
品
川
市
宇

l

叶
法
律
問
C
A
事
以
内
珂
効
が
認
め
ら
れ
な
い
却
由
を
ま
と
め
る
と
、

F
八
川
河
効
を
川

宝
川
ず
る

つ
の
叫
川

H

小
説
え
る
。

そ
れ
そ
れ
の
什
必
需
で
裁
く
長
山
氏
A
1

王
ず
、
前
認
と
し
¥
各
討
法
揺
は
別
々
の
刑
罰
弘
を
も
ち
、

ふ
げ
て
あ
る
場
介
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
川
市
上
川
九
凶
作
の
刑
罰
I
レ
規
け
い
よ

1
1保
護
す
ゐ
日
誌
{
町
民
吉
先
三
一
品
ロ
ご
3
0己
)

ト
対
す
る
侵
古
が

あ
る
「
そ
の
h

め
、
他
の
却
下
河
法
権
が
そ
の
み
…
諮
問
日
比
声
に
つ
い
て
安
打
追
及
を
一
泊
ま
せ
た
か
ら
と
い
う
て
、
白
ら
の
刊
法
が
保
友
す

る
法
訴
に
対
す
る
旧
民
Jf
に
つ
い
て
の
奇
子
也
及
ル
J
ト
リ
つ
柏
利

μ
牟
わ
れ
な
L

U

1

ろ、

他
的
別
且
T

J

叶
法
作
に
よ
る
先
行
判
決
を
理
由

ド
一
手
紙
き
を
行
わ
な
い
と
ナ
喝
ぬ
こ
と
は
、

U
T
り
の
刑
罰
惟
本
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る

1
3
わ
ち
、
治
山
阿
川
土
古
要
肢
は
、

れ
川
出
八
権
の

泣
い
ぺ
に
あ
り
、

そ
の
口
、
味
十
る
し
Y

一
、
ろ
は
、
拝
刑
罰
恰
胤
の
川
附
議
す
る
よ
出
読
の
係
属
十
件
の
需
更
で
志
る
よ
、
っ
け
v
E
じ
わ
れ
る
ハ
川
川
討
権

と
け
一
読
帰
尽
に
同
証

J

一
に
は
よ
り
は
い
分
析
を
必
す
る
と
あ
ノ
ブ
が
、
-

k

の
上
ハ
ば
、
入
、
比
一
哉
判
断
や
一
従
長
ん
や
J

手
不
ハ
い
却
の
同
墳
を
は
一

ザ
九
人
組
問
に
市
総
的
で
あ
る
閉
山
で
も
あ
っ
た

つ
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l

維
に

コ
の
刊
法
川
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ハ
が
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在
寸
る
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際
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十
九
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す
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つ
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だ
か
る
寸
志
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慌
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1
f
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ろ
定
式
に
あ
て
は
ま
る
坂
町
的
問
訟
な
の
で
あ
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U

異
な
る
阿
川
事
斗
法
権
問
に
お
い
と
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下
京
丹
草
川
切
を
認
め
ら
れ
な
い
も
う
一
つ
の
珂

H
は
、
先
ノ
f
f
r絞
き
や
刊
決
山
一
円
へ
の
完
全
な

ノ
ロ
結
が
を
い
」
と
が
あ
げ
ら
れ
ふ
。

こ
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は
、
何
同
判
J
z
H
の
効
h
ん
を
認
め
な
い
河
山
の
-
つ
で

b
あ
り

ま

刊
川
町
民
人
引
終
条
約
に

川
爪
罰
斗
更
年
が
あ
?
?
}
と
の
市
川
淀
川
ト
も
し
め
る
n

岡
、
州
に
お
け
る
地
域
的
川
法
協
力
の
丈
一
慨
に
お
け
る
叫
究
首
の
批
判
も
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を
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あ
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状
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て
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開
い
県
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じ
条
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す
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あ
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範
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ス
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選
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際
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ふ
り
狭
い
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を
書
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ス
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の
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向
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犯
す
工
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す
る
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つ
ま
り
、
法
f
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ポ
去
が
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著
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と
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仙
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れ
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司
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↓
目
、
え
る

}，t 

レつ

つ
の
民
同
は
、
回
読
村
会
全
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う
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あ
灯
、
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る
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叫
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権
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に
る
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不
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什
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力
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し
ノ
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促
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す
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山い

そ
れ
を
れ
が
独
山
し
た
刑
罰
慌
を
も
う
白
で
は

同
門
家
間
に
お
け
る
ぷ
諭
い
ヂ
パ
心
弔
町
能
と
考
、

x
ら
れ
る
が
、
同
門

I
C
C
Y一
凶
門
家
は

家
間
の
よ
う
な
水
ド
的

(
7
2
5
V
4
5一)
閣
M
M
K
は
異
な
る
、
ヰ
昨
的

Z
2
A
r
出
土
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
し
い
る
占
は
、
ん
，
ヒ
山
崩
い
萱
か
v

れ
る
佐
市
伎
が
あ
る

U

村
し
(
未
開
の
潟
じ
い
は
、

L

十
権
司
l
斗
J

バ
品
川
の
も
し
I

一
対
等
渇
係
に
~
あ
り
、

基
づ
い
て
い
る

J

E
f
f
p
山
内
調
誌
は
多
く
の
場
合
氾
H
V
L

↓
下
誌
に

わ一

[
仁

C
の
E
う
な
h
p
際
的
な
湖
南
ド
裁
判
所
ー
と
作
訟
の
関
係
一
お
い
て
心
、
特
設
及
判
川
は
民
家
に
侵
誠
仁
、

一ぃ刀、

I
C
C
は
一
門
家
に
対
し
祈
{
A
ん
れ
で
あ
る
と
い
う
と
ょ
う

巨
京
川
の
上
う
な
対
等
糾
け
は
な
い
、
ま
た
、

同
/
か
か
ら
の
引
波
し
に
つ
い

て
、
出
家
山
で
使
用
さ
れ
る

2
3
2号
、
百
切
で
は
な

J
:
2
1
3〔
一
え
の
叫
が
佼
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

I
C
C
と
出
家
の
関
係

の
羊
ム
戸
机
い
が
育
…
J

ス
る

v

こ
の
よ
し
y

は、

i
c
c子
同
深
川
山
川
市
川
裁
判
所
と
同
」
矛
と
の
問
の
関
係
が
、
上
権
問
家
聞
の
関
係
と
は
異
な
る

別
の
原
則
に
太
一
戸
ノ
く
こ
と
が
へ

2
1さ
れ
て
い
る
と
一
円
わ
れ

L
い

C
C
の
祈
一
一
古
川
U
原
則

4
5
5
H
5
0
{

対

Lr
る
符
誌
の
川
市
山
似
の
ナ
め
の
手
段
で
あ
け
、

;
c
c
m治
轄
権
行
使
け
い
d

る
悶
b
h
の
十
件
H

に

か
つ
ョ
家
の
欠
陥
や
失
敗
に
対
す
る
救
済
の
ノ
ヲ
ル
で
あ
ふ
と
す
る
も
引

C
あ
っ
人
人
一

の
初
期
の
見
方
は
、

す
な
わ
ち
、
こ
の
ぬ
則
は
、

国
内
裁
判
今
問
が
被
疑
者
L
f
A
J
K
E
・
訴
追
す
る
己
η
じ
い
一
位
力
を
右
し
て
い
る
と
芯
め
ら
れ
る
県
り

I
C
C
は

菅
特
権
t
f
}

行
ι枕
す
る
こ
と
は
と

L

ふ
同
一
な
い
三
少
を
保
一
汁
し
、

の
で
は
な
い
こ
と
を
丘
町
す
る
。
こ
う
し
た

1
C
C
の
旧
松
本
的
な
性
質
を
鑑
ふ
る
に
、

I
C
じ
は
川
河
裁
判
づ
所
会
一

mzん
す
る

b
の
と
あ
っ
て
、

浦
型
原
川
引
は
ヰ
川
本
的

r
E家
に
よ
る
先
打
子

続
さ
が
あ
る
場
人
い
を
恕
定
し
ぐ
い
る
も
の
の
、

I
C
C
判
決
の
縦
ぷ
川J

の
何
時
れ
い
の
限
定
も
、
日
初
予
役
力
何
不
可
誌
を
視
野
に
人
れ
た
l
h

山

L
品
味
で
の
椛
定
性
収
入
品
か
ら
解
釈
さ
れ
ム
如
、
必
要
が
あ
る
よ
う
に
也
わ
れ
る

よ
い
け
犯
巡
の
せ
ス
行
地
に
沢
く
、

多
く
の
注
入
ー
も
将
ら
れ
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や
「
い
田
山
内
的
決
判
所
が

犯
界
放
ー
か
ら
主
い
円
際
的
問
ム
明
日
攻
判
所
C
の
判
決
-L
不
尚
一
千
持
ち

R
泌
を
行
お
う
ニ

1
9号
、
Y

F
」
体
は

犯
叫
に
対

Jす
る
常
一
炊
の
安
執
ん
勺
あ
る
し
払
う
に
ふ
J
Zわ
れ
る
か
ら
で
あ
る

こ
の
ロ
に
閉
山
す
る
#
慮
は
、
寸
京
司
で
は
一
日
一
見
込
コ
れ
な
い
弘
山
己

要
因
と
〕
/
し
あ
げ
に
円
れ
る
と
き
え
h
れ
る

A

h

J

バ
L

、

ノ
v

こ
の
垂
直
注
力
人
パ
立
に
と
1
し亡、

I
C
C
持
約
m
y
i
仁
じ
が
、
重
山
似
た
州
事
骨
此
権
を
判
つ
こ
と
が
っ
ス
存
え
れ
る
こ
と
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が
前
提
と
去
、
れ
て
い
る
こ
と
も
治
指
し
て
お
¥
必
更
が
あ
る
n

I
C
じ
締
約
仰
は
、

一心
ι
9
る
石
務
を
昨
ハ
わ
な
い
方

I
C
C
色
砧
犯
罪
を
川
内
じ
の
女
作
法
ご
し
て
規

7
 

般
的
な
叶
法
I

犬
同
の
耗
務
を
負
い
、
ム
マ
の
干
仙
引
き
ま
担
保
す
る
。
罪
刑
法
-
心
上
誌
や
法
摘
対
内
の

ヤ
門
知
と
い
っ
h

鉱
へ
の
枠
杭
と
の
関
連
む
は
、

単
純
L

ノ
ホ
引
校
J
続
の
ほ
奴
だ
げ
で
は
尖
辺
町
に
不
l
h
M
な
状
川
叫
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

少
な
く
と
も
同
奈
は

I
仁
C
管
惜
犯
罪
に
つ
き
身
柄
ル
拘
束
す
る
法
約
制
秘
の
キ
怖
や
一
点
め
ら
れ
る

f

こ
の
内
J

は
、
刑
法
止
(
で
初
一
辛
子

る
犯
罪
の
山
に
i
h

虫
、
の
あ
る
国
家
間
の
双
計
川
口
が
医
師
応
と
な
る
ば
況
と
、

同
7

ふ
と

I
C
じ
院
の
状
川
山

i
呉
な
る
も
入

J

っ
か
ト
HIY
三
、
ぇ

ι

(

4

:

l

j
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ス. フ

悶
阻

hm事
決
判
所
こ
国
家
の
山
に
お
け
る
町
一
言
中
人
司
こ
れ
を
佐
川
一
の
状
山

判
己
小
山
対
刈
の
状
況

の
帰
属
が
異
な
ぬ
と
い
う
口
J

に
コ
い
、
は
、

I
C
C
の
N
H
轄
犯
罪
の
保
設
比
片
山
ι
い
の
涼
属
ム
丁
体
h
r
一

第

門
川

τ山
有
料
と
あ

い
か
に
奴
、
ス
る
か
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
カ
ッ
セ
ゼ
は
、
川
内
際
犯
罪
は
「
期
日
時
ず
る
白
人
の
恒
九
的
刑
事
汽
任
を
人
パ
害
す
る
同

4
 

7
 

際
肱
川
の
涼
一
民
一
で
あ
る
と
し
、
複
数
の
叫
十
引
の
累
積
い
ょ
っ
一
亡
打
荘
一
7
る
と
し
し
川
る
n

こ
れ
り
の
支
素
の
川
市
は
、
川
際
慣
門
法

の
進
一
氏
が
あ
F
O
ご
と
で
あ
り
、
そ
の
で
、
あ

に
こ
れ
ら
の
制
引
が
村
際
社
会
合
体
に
よ
り
重
民
と
号
、
え
ら
れ
ず
い
る
倍
?
古
田
川

議

F
る
こ
と
を
ム
思
料
す
る
も
の
で
あ
る
、
J
し
て
い
る
r
I
C
じ
の
信
轄
犯
罪
~
出
、
県
凶
殺
守
犯
罪
、

人
道
~
一
対
す
る
判
詔
末
、
川
悦
予
山
口

取人法羊) fi3 (2--2 F， J~1 :121 r20]'). 7 J 
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持
、
伎
一
山
相
川
町
升
の
四
つ
の
犯
以
で
あ
る
こ
こ
れ
ら
犯
以
は
国
際
註
公
主
体
の
関
レ

L

円
台
あ
る
最
も
玉
I
八
な
仰
い
井
一

/
)
p
c
h内
、
ぃ

nhniF
、

I
C
C就
程
前
凡
で
は
、
で
の
ド
で
つ
右
重
大
な
犯
罪
が
吐
凶
作
の
半
和
、
じ
仏
全
投
ぴ
九
ー
祉
を
脅
か
す
一
と
一
今
訴
訟
一
す
る
と
述
べ
ら
れ
い

ゴ
問

、
い
る
つ
よ
ノ
L
j
v

レ
は
、
ま
十
八
犯
罪
の
深
夜
法
益
は
「
世
界
内
ド
和
/
一
安
ん
で
あ
る
と
〕
ど
い
る

之壬山」」リ

u】門ドl
hドJ
阜汗
t守叉~:一

3
1
h
U

わ

ア

vv13F3門

7A:一
t
す

y之ム向由刊イ

{Lh:JLv
ー

ぞ
れ
そ
れ
の
犯
罪
概
念
の
バ
ー
成
過
程
や
ふ
ま
え
た
許
制
な
検
汁
を
要
す
る
で
し
め
?
つ
が

概
括
す
る
と
N
U

ヘ
の
と
お
り
ず
あ
る

年
本
凶
殺
古
引
い
川
非
は
、
同
一
七
の
集
凶
へ
の
帰
属
を
耕
尚
に
集
制
自
体
会
般
壌
」
ヲ
る
犯
罪
で
あ
ハ
リ
、

同
行
為
の
m
N
界
化
は
、
集
冊
、
と

L
L
佐
在
ず
る
作
利
十
、
手
別
の
決
J
H
-

人
民
の
同
住
ー
と
い
っ
た
山
迅
的
前
知
的
保
理
を
円
前
と
す
る

と
捉
え
-
ノ
れ
る

人
道
に
対
す
る
n
m
l
は、

泊
小
川
沿
恥
牧
民

J

の
中
一
C
人
間
ー
に
し
て
あ
る
こ
と
の
何
倍
」
で
あ
り
、
可
愛
協
ず
る
こ
と
の
「

k
b
2
5
ら
刊
誌
与
え
p
d
M
f
b
E
N
g
h
)
」
を
μ
防
護
す
る
こ
と
:
一
河
的
と
す
る
戦
争

き
な
い
日
紘
一
¥
め
る

市
町
一
悩
人
的
な
以
烹
法
註

犯
ー
み
は
、
武
一
川
紛
争
に
お
り
ぬ
巨
際
税
同
の
重
J

八
な
佼
吉
本
海
戒
す
る
も
の
で
あ
り
、
小
中
要
な
缶
砧
胞
を
す
も
忠
則
の
注
反
主
ル
惜
し
凶
し
、

そ
の
注
以
は
伎
十
斗
者
仁
つ
一
い
て
の
季
大
な
杭
果
ιケ
一
〈
円
む
行
為
を
言
、
っ

乱
J

(

以

内

3
5
5
e一2
5
)
ば
悶
際
法
上
の
犯
罪
と
さ
れ
る
っ
伎
市
川
犯
祥
は
、
武
心
小
行
使
原
則
や
門
家
宇
権
心
不
川
俣
等
の
現
代
悶
際

そ
の
た
め
従
安
の
戦
'
苧
犯
罪
の
っ
ち
、

下
車
大
な
述
反
汁
為

法
投
U

げ
の
長
慢
を
{
づ
り
、

戸
刊
を
均
土
で
す
ァ
ヲ
」
ζ

が
そ
-
h
p
r
的
ご
あ
る
ノ
詳
え
ら
れ
る

r

凶
内
法
で
も
通
当
違
法
。

」
れ
ら
の
犯
罪
は

と
さ
れ
る
行
為
に
、
特
定
の
犯
白
川
内
、
組
織
性
‘
広
範
性
、
主
た
は
寸
際
武
力
、
紛
争

J
J
門
戸
以
ヤ
実
行
芸
の
的
刊
と
い
っ
た
市
宮
古
一
九
J

加
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
)
こ
れ
ら
の
犯
罪
が
あ
え
て
こ
の
よ
入
な
市
火
性
の
敷
居
を
古
す
る
珂

H
は
、
そ
の
性
格
の
十
八
回
校
性
、
叫
河
出
刊
パ
け

C
な
ー
¥
川
川
際
村
ん
ケ
、
体
い
対
す
る
mw
矧十円いによ円

ζ
湾
民
づ
け
い
り
れ
る
も
灯

V

ご
」
円
に
、
こ
う

L
た
閉
山
際
討
会
半
体
の
利
託
と
し
し
の
保
持
暗
法
リ
耐
の
帰
属
、
い
で
A
W
に
珂
オ
ム
ザ
ぷ
ヘ
品
に
つ
示
、

ゴ
ラ
ン
ジ
L

ロ
の
川
i
u
廻
ι市

官
特
権
に
判
却
す
る
議
論
均
一
不
陪

役
は
、
川
長
と
じ
て
、

山
止
の
適
用
引
、

執
行
の
し
大
凶
作
の
メ

甫
八
犯
罪
に
調
し
各
一
山
一
は
げ
法
、

〆
ハ
ー
で
あ
る
と
し
て
い
る

そ
し
て
、
日
沼
的
M
H
U

斡
住
は
匡
{
容
に
た
だ
い
際
法
を
回
日
山
門
の
プ
口
と
λ
十
清
仁
て
起
用
す
る
?
刀
を
与

:)lii;、法学¥(i:i ¥'2 2(6) ~乙2 〆201:L 7 I 



ふ
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

池
の
U
川
本
に
d

み
て
す
で
に
Z

の
犯
罪
。
か
訴
追
さ
れ
ん
一
場
合
に
は
、

そ
一
ハ
一
円
京
は
そ
の
犯
罪
じ
闘
す
る

ヨ
際
法
人
ど
効
史
的
仁
山
い
門
外
，
、
}

布
市
本
と

L
C
也
の
普
通
的
管
乾
権
を
わ
悼
し
た
い
と
刀
?
む
全
亡
の
寸
京
に
対

L
L管
轄
也
九
三
消
滅…
 

3
せ
る
と
し
す
る
)
こ
の
議
論
を
民
間
山
す
る
主
ら
ば
、
主
大
犯
罪
に
つ
い
て
、

一
つ
の
弘
、
主
主
一
氏
一
ド
川
け
す

の
同
事
寸
法

一
一
}
「
、
子
市
χ
ミ
一
ぺ
し
岳
、
ヂ
一
通

j

t

l

h

d

J

V

1

J

2

b

d

b

γ

、叫ん川ト一叫ん付ふけ
N
i
j
J
L
づヲ

一一
U
の
訴
白
川
一
刊
訂
滅
す
る
と
も
一
丙
去
る

字イ、井逆効 亡l

ー
エ
コ
山
勺
副
議
を
ま
と
め
る
と
、

ー
じ
jtk
骨
特
犯
罪
で
あ
る
市
大
犯
罪
に
ワ
い
て
問
内
で
再
訴
を
〆
イ
お
う
と
す
る
場
合
は
、
法
誌
の
じ
情

U

判
日
小
異
な
る
と
い
ラ
凶
害
緊
聞
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る

f

川
一
際
法
の
豆
大
犯
け
み
の
係
議
法
前
は
、

欠

E
E
円
、
担
の
も
の
て
あ
っ
、

部
主
的
に
六
、
え
ば
そ
の
川
M
1
2
1い
訴
は
什
戸
市
叩
社
へ
日
全
体
に
応
訴
す
る
ー
と
い
う
こ
と
一
な
る
「

て
H
F
内
法

H

ー
の
犯
以
の
れ
昨
選
法
、
ハ
慨
は
、

当
該
国
家
間

p

一
石
の
も
の
ご
あ
り
、
心
当
咋
山
川
哀
そ
の
も
心
、
も

L
く
は
そ
の
判
会
や
同
氏
が
伝
議
の
対
象
と
な
/
J
4
l

い
る
、
し
た
が
っ
て
、

I
C
C
判
決
の
後
仁
速
怯
犯
人
み
に
f
J

い
て
抗
出
し
」
う
仁
と
す
る
場
合
に
は
、

依
然
と
し
て
限
書
長
ド

i
誌
も
こ
と
に
な
る
コ

1'1民州l宇以判所判決。)IW，;!J('i"l:= (-1ずる

第
の
問
主
張
い
で
あ
る
先
行
判
氏
へ
の
不
一
一
円
に
関
〕
て
は
、

I
C
C
刻
泣
締
約
同

I
C
じ
が
条
ね
機
関
に
あ
る
こ
と
シ
関
也
九

と
汁
締
約
川
町
に
主
い
て
明
確
な
必
買
が
品
る

:
c
c締
ι
p
d
M
凶は、

:
C
じ
局
幹
に
い
れ
在
、
L

て
締
約
同
に
な
っ
た
と
み
み
/
み
さ
れ
る
た

め、

r
C
じ
判
決
仁
キ
ん
す
る
不
信
と
い
う
民
川
は
形
式
的
に
は
存
在

J

な
ド

れ
る

c
t
c
c明
期
待
問
杯
以
は
企
権
代
衣
八
h

誌
に

ま
た

I
C
C
苦
程

-L
は
留
保
が
認
め
ら
れ
な
L

お
い
t
コ
シ
セ
ン
サ
ス
で
{
れ
わ
礼

i
c
c鋭
利
縦
約
河
は

i
c
c北
程
の
定
め

)ο

日
ん
い
川
叶
構
成
長
件
、
ぞ
の
子
絞
長
一
、
被
当
人
の
保
設
や
九
批
判
別
内
潅
恨
の
限
界
に
つ
い
て
は
苦
し
て
お
け
、

I
C
ど
の
川
町

一円凶
J

子
続
々
ぷ
段
犯
で
河
守
す
る
こ
と
も
山
町

J

能
で
あ
る
か
り
に
あ
る
ο

し
か
し
、

1
C
C
非
締
約
国
に
渇
し
て
は
、
依
叫
ん
じ
一
し
て

1
C
C
判
決

へ
の
4

ハ
伝
と
い
う
山
吉
安
田
は
残
る
こ
と
と
な
る
“

フ

いK
進
刊
す
川
の
状
況

凶手伝マん
v

川
事
1

同
法
格
問
に
お
げ
る
山
宇
不
評
理
幼
存
認
め
ふ
た
め
の
お
の
促
許
一
面

q
Nで
あ
ん
位
法
秩
序
の
絵
持
に
関
し
て
は
、
今
筏
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の
国
際
問
U
4
7

叫
法
、
ン
ス
ア
ム
の
構
築
を
お
す

υ
助
か
ら
め
く
+
?
?
吐
さ
れ
料
い
る
J

O

の
で
あ
る
こ
与
え
ム
れ
る
J

J

f

、
の
阿
南
と
コ
¥
二

れ
ま
戸
ぐ
の
叶
際
川
事
法
の
出
口
小
川
民
の
特
徴
と

L
て
、
£
大
山
刊
以
咋
じ
吋
吋
}
、

い
か
な
ゐ
川

7
寸
法
権
で
汁
断
さ
れ
た
か
に
か
か
わ
む
イ
ヲ
、
て

ゴ
問

れ
ぞ
れ
の
河
川
川
が
解
釈
指
針
と

ν

と
ね
J

竺
L
利
印
さ
れ
て
き
た
ァ

ζ

が
あ
げ
ら
れ

河
内
川
の
同
地
定
性
は
、
谷
川
ぃ
F
f
叶
い
堵
↓
し
よ
る
終

わ
J
の
を
い
吉
一
行
追
及
ゐ
一
必
ぐ
ヲ
)
と
に
よ
け
、

同
川
際
坊
へ
d
法
相
河
川
m
に
お
け
る
安
定
性
を
保
祉
す
る

、
J

T
し
ふ
μ
l
L

山
旭
川
吊
犯
罪
に
刻
し
て
は

議
議
の
余
地
が
銭
?
Q
H
析
、
え
ば
、

ー
じ
jtk

に
ぶ
い
て
特
で
集
団
を
殺
害

L
た
こ
と
で
訴
追
さ
れ
て
い
た
が
、
殺
人
の
予
実
肉
体
に
つ
U

亡
証
U

凡
で

R
ず
禁
罪
と
な

J

た
従

い
い
内
一
仁
川
明
人
穿
と
し
て
再
訴
さ
れ
有
罪
と
な
〉
た
ぬ
合

-
つ
の
半
一
半
、
に
つ
い
て
二
つ
の
具
尖
が

存
ノ
日
ト
す
る
こ
レ
L

と
な
る
法
秩
序
絞
持
を
最
も
広
、
抑
え
る
立
場
を
ー
と
れ
ば
、

匡
深
江
」
の
重
大
犯
罪
か
ド
山
内
川
川
は
に
お
り
ん
)
涼
品
川
口
い

川
内
か
に
か
か
わ
ら
ず

判
決
心
街
i
A

ス
を
政
け
る
べ
矢
と
の
、
l
張
が
な
さ
れ
竹
る
だ
ろ
、
っ

山
串
の
川
M
L弘一長
r
れ
と
も
一
ワ
バ
ノ
ッ
被
疑
荷
・
被
苫
人
の
入
信
保
唱
慌
の
長
誌
に
つ
い
て
は
、

国
際
的
刑
事
蕊
判
所
ば
般
的
に
広
く
取
り

人
れ
る
姿
勢
を
見
せ

こ
れ
ι
下
品
で

一
一
一
↑
ル
/
ベ
ル
ク
裁
判
南
京
六J
十品川判
l
お
け
る
刑
事
エ
ぃ
J

続
主
の
川
M
L
公
一
に
対
オ
る
疑
問
が
、

ず
か
円
斗
二
日
体
の
信
組
仙
い
に
影
響
す
る
ん
一
が
ね
一
摘

5
μ
て
き
た
こ
と
を
J
ま
え
、

:
c
c
rお
J

て
ふ
一
山
な
み
刊
か
確
保
す
一
。
こ
と
が
ァ
斗
一

要
視
さ
れ

P
J

、ハノマ
u
p
u
、、

〆

〆

り

女

川

吉

;
c
cは、
f
j
絞
去
に
お
け
る
彼
疑

1
7
被
μ

「
人
の
持
利
ヰ
明
小
川
凶
に
規
程
で
だ
め
る
に
主
つ

I
C
C就
程
伯
尚
一
条
一
広
で
は
、

1
1
止
の
適
応
及
び
解
釈
は
、
ヨ
際
的
じ
認
め
ら
れ
る
人
権
じ
適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
一

九
ゆ
い
と
〕
仁
い
vhω

さ
ら
に
、
国
際
的
刑
事
裁
判
所
?
は
、
こ
れ
ま
と
の
よ
へ
む
と

υ

て
、
ケ
作
通
人
権
久
水
約
幻
想
定
v

え
そ
れ
品
、
れ
の
季
、

円
片
ム
誌
や
主
的
検
川
河
人
権
裁
判
川
市
」
お
け
る
解
釈
を
参
考
」
し

す
な
わ
ち
、
異
な
る
刑
事
J
司
法
権
問
に
お
い
〈

b

事
ヌ之

内

四
押
の
対
h
川
壬
認
め
る
こ
、
ー
と
が
、

M
円
際
的
じ
認
め
ら
れ
る
ヘ
ー
や

の
段
階
に
古
っ
た
坊
や
に
は

i
c
cと

M

門
家
の
聞
の
一
事
K

1
っ
思

る
こ
と
を
促
進
す
る
恋
肉
レ
ぐ
な
り
お
る
で
あ
ろ
っ
。
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ミ
J

〉
)
:
一

よ
:
r
l
ト

十
小
都
で
は
、

-
仁

C
剖
刊
品
川
が
国
家
に
対
し
て
及
ぼ
す
下
γ
m
V
4
一
刻
効
の
範
刊
の
始
、
引
什
へ
の
ポ
肢
と
し
て
、

下
γ

ハ
肝
リ
剖
ぺ
川
湖
が
異
な
る
刑
事
]
バ
山
~
一
市
川
で
効
力
呑
一
汗
つ
こ
と
を
わ
げ
れ
ト
止
す
る
夜
間
こ
阿
川
告
す
る
長
洲
灯
、

字イ、井逆効 亡l

る
状
況
を
明
九
か
い
h

ず
る
こ
と
を
円
前
と
し
た
υ

検
討
の
杭
巣
、

ー
じ

C
と
M
円
不
の
同
じ
は
お
に
、

日
ド
こ
J

i

f

L
品
、

j
l
d
!
J
l
:
l
l
 
法
益
の
?
ハ
旬
件
か

c
凶
4

M

正
久
間
川
が
存
h
F

け
い
ず
、

国
内
訟
の
原
則
ヤ
、
あ
る

-
仁

C
と
田
家
と
の
山
に
心
け

-
仁

C
管
轄
幻
年
で
あ
る
重
人

事
不
利
理
拐
を
認
め
る
よ
茶
地
が
あ
る
と
↓
日
え
る
〈

ノJ
内

加
え
て
法
秩
中
維
持
の
観
点
わ
ず
ら
促
進
安
凶
が
見
い
だ
さ
れ
ゐ
こ

活
ρ

吊
円
い
川
岸
に
つ
い
て
の
事
不

重

ι川
犯
罪
に
つ
い
f

の
ー
い
い

と
か
戸
、

再
現
[
却
に
は
決
鮮
の
府
民
上
い
の
γ午
、
と
し
う
凶
主
要
因
が
手
J

に
3
7位
、

法
秩
岸
註
持
と
い
い
う
促
進
安
閃
が
働
さ
に
f

い
た
め
、
件
伏

い
範
囲
で
の
治
相
か
余
壊
な
く

5
れ
る
り
能
川
は
が
あ
る
こ
と
が
町
J
っ
か
と
を

2

た

ま

た

、

第
二
に
、

川
一
小
山
理
切
の
滴
況
か
限
定
さ
れ
る
、
ま
ト
4

は
え
心
仁
州
制
除
さ
れ
る
点
が
説
明
さ
れ
に
つ
U
川
中
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間
需
要
医
が
あ
る
こ
と
か
ら

I
C
C
土
け
制
約
国
に
つ
い
て
の

た
場
合
、
令
体
的
か
っ
、
山
範
ら
な

事
小
L
い
凶
効
の
適
戸
川
が
れ
注
さ
れ
る
月
花
朴
い
が
指
折
さ
れ
F
C

の
読
み
酬
に
は
令
後
の
発
展
が
刻
待
で
き
、
イ
し
牢
円
安
一
EJr
来
b

越
え
る
一
世
い
促
進
百
淀
川
山
王
、
ニ
ー
作
片
〆

人
M
K
f
h
志
泌
を
置
く

ー
)
上
ヂ
ス

f
A

山
川
究
で
あ
げ
た
刈
つ
の
長
刈
の
関
係
は
、

そ
れ
ぞ
れ
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
こ
れ
ら
安
司
町
一
旧
制
瓦
の
刊
聞
に
つ
い
て

は
、
ど
れ
が
の
山
す
判
が
そ
の
柏
仙
の
字
、
制
に
決
定
的
に
仮
位
す
る
場
合
も
あ
今
川
ド
は
注
意
を
長
十
る

J

ま
と
、

i
c
c管
結
犯
罪
で
あ

〉

訂

作

人

了

介

J

、40
手
b
p
r

、
弘
り
、

C
H斗
J

【

J
l
j
b
+
ノ

じ

川
門
司
法
上
の
国
常
犯
罪
の
い
副
を
い
か
に
行
、
勺
か
に
つ
い
ど
ち
ん
f
絞
の
耐
究
課
お
と
し
た
い

市
大
犯
罪
の
出
川
河
で

る
イ
巾
大
犯
罪
、
ど

T
C
C
判
決
が
い
組
内
裁
判
↑
及
ぼ
す

ー
じ
じ
伯
特
犯
罪
と
保
志
法
令
、
}
制
じ
く
づ
る
犯
い
み
と
拝
川
川
内
法
に
お
け
る
こ
れ
い
り
の
犯
罪
デ
一
致

Jq
る
の
か
に
つ
い
て
は
恒
別
の
判
む
を
長
ず
る
均
九
円
が
考
ズ
ら
れ
る
に

市
上
不
向
即
効
の
〆
矧
れ
に

コ
い
仁

M

、
他

U
シ
一
燃
す
と
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は
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刊
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前
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右
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仁
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け
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居
力
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杭
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五
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晴
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共
同
行
仙
二
一
択
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完
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日
際
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山
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か
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存
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川
J
r
J
(
九

h
九
年
J
凶
一
凶
一
b
n
J
)
、
山
内
ず
的
制
約
説
」
(
一
次
村
山
崎
泰

F
一
同
昨
日
事
裁
判
所
規
科
の
『
構
造
的
矛
居
"
に
同
一
守

る
法
間
二
抗
的
肝
仏
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梓
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川
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仙
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ヘ
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年
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六
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右
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仁
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司
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仁
川
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仁
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H
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ヨ
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パ
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E
h
b
u
L
w
戸
、
h
h
r
l
句
旬
、
え
立
た
へ
句
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又
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C
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旧
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史
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円
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n
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T
M
4
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F
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一
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C
F
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叩
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}
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、
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匝
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同
門
事

U
事
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宇
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川
控
権
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」
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九
九
八
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h
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山
刊
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判
け
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前
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あ
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埼
九
円
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?
仁
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刈
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q
7
w
享
京
五
一
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阻
む
…
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仁
J
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午
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7
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一
仁
じ
地
位
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一
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J
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訂

乙

丹
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よ
ワ
f
E
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と
な
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あ
ろ
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I
C
C
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ト
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六
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H
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司
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ろ
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犯
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は
か
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条
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要
件
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さ
れ
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1

2
ハ
J
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略
犯
罪

に
つ
い
て
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、
ハ
い
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勺
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採
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さ
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た
議
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前
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内
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い
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内
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刀

3
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。
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4
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仏
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史
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叩
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ド
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判
席
J
同
也
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同
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一
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中
了
五
な
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献
の
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く
〔
ム
果
恒
常
、
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C
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〉
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ヨ
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℃
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叶
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台
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J
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f
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~
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古
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M
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梓
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つ
h
w
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、
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ら
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い山三宮、}い{ふいrhH品叶4M叶い

一
山
九
、
〉
コ
ヰ
ズ
辛
口
》
吋
」
(
一
c
F
ロ
均
小
V
F
」
}
コ
コ
古
J
F
A
一
一
己
主
ユ
ヌ
2
0
ヨ
匁
2
2
コ
】
コ
4
2
H
t
t
c
台
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。
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叫
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令
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に
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介
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右
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さ
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、
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p
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r
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τ
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叩
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茜
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〉
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梓
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叫
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叩
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叱
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♂
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